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多
く
の
支
え
で
今
日
が

「
情
報
の
谷
間
」
に
も
支
援
の
手

東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
点
字

図
書
館
は
今
年
創
立
40
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

前
身
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
併

設
の
図
書
室
か
ら
、
１
９
７
４
年
に

社
会
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
に
基
づ
く
視
覚
障
害
者
情
報
提

供
施
設
（
点
字
図
書
館
）
の
認
可
を

受
け
、
以
来
、
点
訳
図
書
と
音
訳
図

書
の
製
作
・
貸
し
出
し
を
中
心
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
理
念

は
「
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
も

読
書
の
喜
び
を
存
分
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
思
い
に
尽
き
ま
す
。
こ

の
理
念
を
繋
い
で
こ
れ
た
の

は
、
歴
代
館
長
や
多
く
の
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

が
「
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
良
質
な
本
を
提

供
し
た
い
」
「
点
字
図
書
館

の
仕
事
の
手
伝
い
を
通
し
て

障
害
者
と
繋
が
り
た
い
」
と

熱
心
に
奉
仕
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ら
の

方
々
の
献
身
的
な
支
え
が
な

け
れ
ば
、
今
日
の
点
字
図
書

館
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

点
訳
・
音
訳
図
書
の
製
作

も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

点
訳
作
業
は
点
字
盤
を
使
っ
た
手
打

ち
の
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
が
、

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
進
展
と
と
も

に
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
が
ら
り
と
変
わ

り
ま
し
た
。
音
訳
図
書
も
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
が
主
役
の
座
か
ら
降
り
て
、

今
で
は
デ
イ
ジ
ー
図
書
（
Ｃ
Ｄ
図

書
）
が
主
流
と
な
り
、
再
生
プ
レ
ー

ヤ
ー
も
日
々
進
化
し
て
使
い
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

デ
ー
タ
配
信
が
飛
躍
的
に
読
書
環
境

を
向
上
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
し
ょ
う
。
視
覚
障
害
者
情

報
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
サ
ピ
エ
」

か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
図
書

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
読
書

で
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
が
、
視

覚
障
害
者
ば
か
り
か
視
覚
的
な
読
書

が
難
し
い
人
た
ち
に
も
迎
え
ら
れ
、

私
ど
も
が
提
供
す
る
点
訳
・
音
訳

デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
の
進
歩
で
利
便
性
が
高
ま

り
、
今
後
ま
す
ま
す
読
書
環
境
は
快

適
に
な
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
読
書
が
も
た
ら
す
知
的

な
楽
し
み
を
味
わ
え
な
い
ど
こ
ろ

か
、
点
字
図
書
館
の
存
在
も
知
ら
な

い
ま
ま
情
報
の
谷
間
に
埋
も
れ
て
い

る
視
覚
障
害
者
も
ま
だ
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
も
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。

当
館
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
谷
間

に
い
る
人
た
ち
に
も
支
援
の
手
を
差

し
伸
べ
よ
う
と
、
「
行
動
す
る
点
字

図
書
館
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歩
行
が
上
手
に
で
き
な
い
方
へ
の
歩

行
訓
練
、
読
書
機
器
や
情
報
機
器
の

操
作
が
苦
手
な
人
へ
の
直
接
指
導
、

日
常
生
活
で
苦
労
し
て
い
る
人
へ
の

生
活
相
談
等
々
、
こ
れ
ら
の
支
援
は

読
書
に
直
接
繋
が
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
が
必
要
な
情
報

を
取
得
す
る
た
め
の
基
礎
に
な
る
も

の
と
考
え
、
時
に
は
ご
自
宅
や
ご
自

宅
周
辺
に
ま
で
出
向
い
て
相
談
や
訓

練
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
館
は
た
っ
た
７
人
の
小
さ
な
所

帯
で
す
が
、
協
会
の
精
神
的
な
支
柱

で
あ
る
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の

「
あ
な
た
の
ラ
ン
プ
の
灯
を
も
う
少

し
高
く
か
か
げ
て
く
だ
さ
い
。
見
え

な
い
人
々
の
行
く
手
を
照
ら
す
た
め

に
」
と
い
う
言
葉
を
実
践
し
続
け
て

い
く
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
の
た
め
ら

い
も
な
い
こ
と
を
誓
い
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
決
意
を
固
め

て
い
ま
す
。

（
点
字
図
書
館
長

石
原
尚
樹
）

、

点字図書館

創立40周年

毎
日
の
業
務
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身
的

な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会

Established in 1950
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５
月
23
日
に
開
か
れ
た
平
成
26
年
度

第
１
回
評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
で
、

点
字
出
版
所
の
就
業
規
則
と
賃
金
規
程

の
改
訂
が
承
認
さ
れ
た
。

当
協
会
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
誕
生
日

を
記
念
し
て
、
従
来
か
ら
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
学
院
と
点
字
図
書
館
は
６
月
27
日

を
休
日
に
し
て
い
る
。
し
か
し
点
字
出

版
所
は
こ
の
時
期
は
繁
忙
期
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
休
日
に
し
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
協
会
の
一
体
化
を
推
進
す

る
立
場
か
ら
、
代
わ
り
に
比
較
的
手
が

空
く
１
月
４
日
に
振
り
替
え
て
休
む
よ

う
に
点
字
出
版
所
の
就
業
規
則
を
変
更

し
た
。
た
だ
し
１
月
４
日
が
土
・
日
の

場
合
は
振
替
休
日
は
行
わ
な
い
。

賃
金
規
程
の
改
訂
は
休
日
１
日
増
に

伴
う
所
定
労
働
時
間
の
変
更
で
あ
る
。

点
字
出
版
所

就
規
改
訂

休
日
１
日
増
や
す

変圧器取り替え １日工事

新館地下にあるキュービクル（高圧受電設備）内にある電灯用と動力

用変圧器が大幅に法定耐用年数、実用耐用年数を超えており、同様に区

分開閉器も古い仕様であるため、５月11日、変圧器の交換と区分開閉器

ＵＧＳ（地中線用負荷開閉器）を増設する工事行った。工事総額は226万

円（消費税別）。

キュービクルの

改修工事には新館

地下に適当な作業

空間が必要なた

め、場所を塞いで

いる古い固型点字

印刷用製版機３

台、同 校 正 機 １

台、足踏製版機１

台、オープンテー

プデッキ１台、Ｐ

Ｃ用プリンター、

その他スチール

キャビネットや製

本機材など、６ト

ントラック１台分

を５月９日に専門業者に依頼して廃棄した。

工事はまず東京電力の作業員が給電を停止し、ヘレン・ケラー学院と

新館は停電となった。そこで、施工業者がディーゼル発電機で新館地下

をライトアップ＝写真。関東電気保安協会の担当者がキュービクル内に

通電していないか安全点検を行った。

次いで作業員がキュービクルを空っぽの鉄の箱にするために、チェー

ンブロックで変圧器を慎重につり上げながら搬出。今度は逆の手順で新

品の電灯用・動力用変圧器を地下室に搬入して、操作パネルとの結線作

業を行い、キュービクル改修工事は完了した。一方、ＵＧＳの増設工事

もこの間平行して行い、午後４時半に無事終了した。

新館地下 古い機材など一掃して整理

46
年
間
に
わ
た
っ
て
『
点
字
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

を
は
じ
め
数
多
く
の
出
版
物
を
印
刷
し
て
き
た

固
型
点
字
印
刷
機
が
、
３
月
31
日
『
ラ
イ
ト
＆

ラ
イ
フ
』
４
月
15
日
号
の
印
刷
を
最
後
に
、
そ

の
役
割
を
終
え
た
。

同
印
刷
機
は
毎
日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
の
３

階
に
あ
り
、
印
刷
機
を
撤
去
後
、
新
館
３
階
に

あ
る
ロ
ー
ラ
ー
印
刷
機
５
台
、
製
本
機
２
台
を

早
稲
田
別
館
の
印
刷
室
に
移
動
す
れ
ば
新
館
３

階
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

る
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
新
た
な
事

業
が
出
来
な
い
か
を
考
え
る
た
め
、
今
春
、
点

字
出
版
所
の
各
課
か
ら
１
名
ず
つ
担
当
者
を
出

し
て
、
新
規
事
業
検
討
委
員
会
を
組
織
し
た
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
運
営
な
ど
を

念
頭
に
描
い
て
い

る
が
、
こ
の
事
業

が
ベ
ス
ト
か
ど
う

か
は
今
後
よ
く
検

討
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
委
員

会
で
は
講
師
を
招

い
て
の
勉
強
会
＝

写
真
＝
や
施
設
見

学
な
ど
を
計
画
、

点
字
出
版
事
業
以

外
の
あ
ら
た
な
事

業
の
可
能
性
を
追

求
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

出
版
所
の
将
来
を
見
据
え

新
規
事
業
検
討
委
を
設
置
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平成25年度事業報告

平成26年度事業計画

【ヘレン・ケラー学院】

新入生は高等課程(５年課程)１名、専門課程

(３年課程)２名で、学生総数は29名であったが、

２名が修了をもって自主退学した。卒業生・修了

生は10名。２月に行われた第22回国家試験では、

あマ指師には現役９名が受験し、６名合格。はり

師、きゅう師には各３名が受験し、全員合格し

た。耐震補強工事は、昨年の点字図書館、点字出

版所に続き学院でも夏休みを利用して実施した。

今回の工事で協会としての耐震補強はすべて完了

した。

あん摩無料体験会である「感謝デー」はサポー

トグッズフェアと同時に開催し、学院の３年生・

４年生10名が近隣の住民やフェアの来場者など76

人に施術した。

【点字図書館】

｢行動する図書館｣を掲げて訪問支援を実施。

情報支援者が出向いて視覚障害者の要望に応じた

サポートをしてきた。昨年度は22名の利用者の要

請を受け、生活相談、読書機器操作指導・歩行訓

練などにきめ細かく対応した。自館製作図書は、

前年比で点字図書は３％増であったが、デイジー

図書は７タイトルの増加にとどまった。難易度が

高く製作が難しい医学書などの専門書に注力した

ためである。貸し出し数では点字図書が21％減、

テープ図書は63％減少しているが、デイジー図書

は５％増であった。中途視覚障害者への点字講習

は43回行い延べ148名が参加した。初めての試み

として、点字講習受講者交流会を２月19日に実施

した。受講者の当事者同士の会話を通して意思疎

通を図るのが目的であったが、評判もよく継続し

ていくことにしている。パソコン講習も延べ111

名が受講した。図書館の利用者数は1786名で、昨

年度より11名増であった。点訳ボランティア養成

講習会を15回実施、18名が参加した。音訳ボラン

ティア養成は開催を見送り、勉強会などを通して

既存ボランティアのスキルアップを図った。好評

の「サポートグッズフェア」も盲人用具センター

と協力して開催した。

【点字出版所】

選挙の年であった。６月には東京都議会議員選

挙、７月には参議院議員選挙、年が明けて平成26

年２月には猪瀬直樹前知事の突然の辞職に伴う都

知事選挙があった。これらの選挙の「点字選挙公

報」の点字印刷を受託して、計画通り納品した。

７月の参議院議員銀選挙においては日盲委選挙

プロジェクト点字版部会の中核施設として、点字

選挙公報の比例区では東京、群馬、三重、滋賀、

奈良の１都４県分を、選挙区では東京、群馬、三

重、奈良の１都３県分を引き受け、計画通り納品

した。選挙だけではなく、自治体の広報、点字教

科書、レストランの点字メニュー、カラオケの点

字歌集なども例年通り受注して遅滞なく納品し

た。また月刊誌『点字ジャーナル』を12回、隔週

刊誌『ライト＆ライフ』を24回、同テープ版を12

回発行した。

【ヘレン・ケラー学院】

国家試験において、26年度も前年度以上の成績

をあげるべく適切な指導と受験対策に教員、職員

が協力して推し進める。新入生の減少が続いてい

るが、「詰め込み式の教育ではなく、実技・理論

を丁寧に時間をかけて学習することができる都内

唯一の５年課程の学校」「中途視覚障害者にとっ

て親切な学校」「通学に大変便利である」ことな

どを宣伝して、きめ細かい募集活動をする。ま

た、自立に向けた就職活動にも力を入れで推し進

める。

【点字図書館】

40周年を迎える点字図書館は、多くのボラン

ティアに支えられてここまで来た。しかし、視覚

障害者情報提供施設として、さらなる前進をしな

ければならない。そのためにも「行動する図書

館」を押し進め、情報と読書権という二つの保障

を確保するために行動していく。当図書館の特色

である東洋医学や三療の資料を充実させるととも

に、「利用者が読みたい本を１冊でも多く」の考

えを進める。点訳・音訳ボランティア養成は、本

年度は行わず、スキルアップを図る。

【点字出版所】

視覚障害の児童・生徒は一昔前と比べて激減し

ており、点字教科書の部数減につながり、点字出

版事業はどこも構造不況にあえいでいる。当出版

所は経営を改善し再生を図る。職員の就労意識改

革を進め、個々の生産性を高め、業務の効率化を

進める。本年度は国政選挙が予定されておらず、

来年３月からの統一地方選挙に向けて、業界全体

で質的向上を図るための研修会を計画しており、

当出版所は中核施設として積極的に参加する。
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貸 借 対 照 表
平成２６年３月３１日現在

法 人 名：社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

資 産 の 部 負 債 の 部

当年度末 前年度末 増 減 当年度末 前年度末 増 減

（ 117,372,744 ）（ 120,751,630 ）（ △3,378,886 ） （ 22,993,477 ）（ 37,216,409 ）（ △14,222,932 ）

現 金 預 金 92,860,904 94,254,806 △1,393,902 短期運営資金借入金 0 0 0

有 価 証 券 0 0 0 事 業 未 払 金 9,345,599 2,856,752 6,488,847

事 業 未 収 金 7,545,391 15,887,145 △8,341,754 そ の 他 の 未 払 金 0 0 0

未 収 金 0 4,460 △4,460
１年以内返済予定
設 備 資 金 借 入 金

0 0 0

未 収 補 助 金 200,000 200,000 0
１年以内返済予定
リ ー ス 債 務

0 0 0

未 収 収 益 0 0 0 未 払 費 用 1,832,338 3,258,583 △1,426,245

受 取 手 形 0 0 0 預 り 金 0 0 0

貯 蔵 品 1,108,678 917,998 190,680 職 員 預 り 金 726,813 2,393,234 △1,666,421

商 品 ・ 製 品 7,948,657 5,688,072 2,260,585 前 受 金 8,998,660 9,606,440 △607,780

原 材 料 6,825,614 3,149,148 3,676,466 前 受 収 益 0 0 0

立 替 金 32,432 0 32,432 仮 受 金 0 0 0

前 払 金 259,736 0 259,736 賞 与 引 当 金 2,090,067 19,101,400 △17,011,333

前 払 費 用 283,863 362,785 △78,922 その他の流動負債 0 0 0

その他の流動資産 307,469 287,216 20,253

徴 収 不 能 引 当 金 0 0 0

（ 639,785,286 ）（ 625,115,896 ）（ 14,669,390 ） （ 66,126,880 ）（ 65,311,880 ）（ 815,000 ）

（ 248,245,471 ）（ 194,530,310 ）（ 53,715,161 ） 設 備 資 金 借 入 金 0 0 0

土 地 99,757,476 99,757,476 0 リ ー ス 債 務 0 0 0

建 物 108,487,995 54,772,834 53,715,161 退 職 給 付 引 当 金 66,126,880 65,311,880 815,000

定 期 預 金 40,000,000 40,000,000 0 その他の固定負債 0 0 0

投 資 有 価 証 券 0 0 0

（ 391,539,815 ）（ 430,585,586 ）（ △39,045,771 ） 89,120,357 102,528,289 △13,407,932

土 地 0 0 0

建 物 1 129,784 △129,783 （ 17,849,770 ）（ 17,849,770 ）（ 0 ）

構 築 物 430,335 469,883 △39,548 基 本 金 17,849,770 17,849,770 0

機 械 及 び 装 置 34,231,164 40,838,074 △6,606,910

車 輌 運 搬 具 0 0 0 （ 69,906,395 ）（ 39,274,638 ）（ 30,631,757 ）

器 具 及 び 備 品 2,862,977 2,882,668 △19,691 国庫補助金等特別積立金 69,906,395 39,274,638 30,631,757

建 設 仮 勘 定 0 0 0

有 形 リ ー ス 資 産 0 0 0 （ 286,528,865 ）（ 319,908,615 ）（ △33,379,750 ）

権 利 0 0 0 施設整備等積立金 3,500,000 3,500,000 0

ソ フ ト ウ エ ア 867,304 370,507 496,797 建 設 積 立 金 168,427,388 190,668,138 △22,240,750

無 形 リ ー ス 資 産 0 0 0 事 業 資 金 積 立 金 28,661,000 40,300,000 △11,639,000

投 資 有 価 証 券 0 0 0 就 学 支 援 積 立 金 1,900,000 1,400,000 500,000

退職給付引当資産 66,126,880 65,311,880 815,000 設備等整備積立金 0 0 0

措置 施設繰 越 積 立 資 産 3,500,000 3,500,000 0 施設整備等積立金 52,770,477 52,770,477 0

建 設 積 立 資 産 168,427,388 190,668,138 △22,240,750 人 件 費 積 立 金 30,000,000 30,000,000 0

事業資金積立資産 28,661,000 40,300,000 △11,639,000 一色賞基金積立金 1,270,000 1,270,000 0

就学支援積立資産 1,900,000 1,400,000 500,000

施設整備等積立資産 52,770,477 52,770,477 0 （ 293,752,643 ）（ 266,306,214 ）（ 27,446,429 ）

人 件 費 積 立 資 産 30,000,000 30,000,000 0 次期繰越活動増減差額 293,752,643 266,306,214 27,446,429

一色賞基金積立資産 1,270,000 1,270,000 0 （うち当期活動増減差額）（ △5,933,321 ）（ 0 ）（ △5,933,321 ）

設備等整備積立資産 0 0 0

差 入 保 証 金 476,442 476,442 0

長 期 前 払 費 用 15,847 197,733 △181,886

その他の固定資産 0 0 0 668,037,673 643,339,237 24,698,436

757,158,030 745,867,526 11,290,504 757,158,030 745,867,526 11,290,504

勘 定 科 目 勘 定 科 目

純 資 産 の 部

基 本 金

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負債及び純資産の部合計

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

固 定 資 産

そ の 他 の 固 定 資 産

基 本 財 産

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額
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法 人 名：社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

当 年 度 決 算 前 年 度 決 算 増 減

205,014,504 － －

35,310,900 － －

10,001,000 － －

5,770,854 － －

0 － －

サービス活動収益計(1) 256,097,258 － －

200,038,571 － －

35,789,660 － －

22,889,899 － －

12,332,333 － －

△ 4,898,242 － －

0 － －

0 － －

0 － －

サービス活動費用計(2) 266,152,221 － －

△ 10,054,963 － －

0 － －

297,590 － －

0 － －

0 － －

0 － －

0 － －

3,354,512 － －

サービス活動外収益計(4) 3,652,102 － －

0 － －

0 － －

0 － －

0 － －

0 － －

0 － －

サービス活動外費用計(5) 0 － －

3,652,102 － －

△ 6,402,861 － －

35,530,000 － －

0 － －

0 － －

0 － －

0 － －

469,540 － －

特別収益計(8) 35,999,540 － －

0 － －

0 － －

1 － －

△ 1 － －

35,530,000 － －

0 － －

0 － －

特別費用計(9) 35,530,000 － －

469,540 － －

△ 5,933,321 － －

266,306,214 － －

260,372,893 － －

0 － －

33,879,750 － －

500,000 － －

293,752,643 － －

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 積 立 額

その他の積立金積立額(16)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)
繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

徴 収 不 能 額

投 資 有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 評 価 益

投 資 有 価 証 券 評 価 益

有 価 証 券 売 却 益

資 産 評 価 損

そ の 他 の 特 別 損 失

特別増減差額(10)=(8)-(9)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特

別

増

減

の

部

収

益

施 設 整 備 等 補 助 金 収 益

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 益

長期運営資金借入金元金償還寄附金収益

そ の 他 の 特 別 収 益

費

用

基 本 金 組 入 額

固 定 資 産 売 却 益

固 定 資 産 売 却 損 ・ 処 分 損

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等）

固 定 資 産 受 贈 額

災 害 損 失

そ の 他 の 費 用

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サ

ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収

益

借 入 金 利 息 補 助 金 収 益

受 取 利 息 配 当 金 収 益

そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 収 益

費

用

支 払 利 息

有 価 証 券 評 価 損

そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 費 用

有 価 証 券 売 却 損

投 資 有 価 証 券 売 却 損

投 資 有 価 証 券 評 価 損

事 業 活 動 計 算 書
（自）平成２５年４月１日（至）平成２６年３月３１日

勘 定 科 目

サ

ー

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

収

益

視 覚 障 害 者 情 報 提 供 施 設 事 業 収 益

学 生 生 徒 納 付 金 収 益

そ の 他 の 事 業 収 益

経 常 経 費 寄 附 金 収 益

そ の 他 の 収 益

費

用

人 件 費

事 業 費

事 務 費

減 価 償 却 費

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入
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法 人 名：社会福祉法人 東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

会計単位名：社会福祉事業

予 算 決 算 差 異 備 考

37,916,000 37,915,760 240

0 0 0

160,310,000 161,111,744 △ 801,744

368,000 3,694,820 △ 3,326,820

5,315,000 5,309,716 5,284

4,607,000 1,437,034 3,169,966

609,000 673,346 △ 64,346

2,686,000 2,692,474 △ 6,474

4,895,000 4,894,609 391

経常収入計(1) 216,706,000 217,729,503 △ 1,023,503

148,897,000 149,110,147 △ 213,147

22,950,000 22,938,395 11,605

23,567,000 24,226,113 △ 659,113

1,700,000 1,700,000 0

4,895,000 4,894,609 391

経常支出計(2) 202,009,000 202,869,264 △ 860,264

経常活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) 14,697,000 14,860,239 △ 163,239

6,235,000 6,235,000 0

0 0 0

0 0 0

施設整備等収入計(4) 6,235,000 6,235,000 0

15,155,000 15,154,775 225

施設整備等支出計(5) 15,155,000 15,154,775 225

施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) △ 8,920,000 △ 8,919,775 △ 225

0 0 0

19,467,000 19,466,300 700

0 0 0

財務収入計(7) 19,467,000 19,466,300 700

0 0 0

5,196,000 5,196,000 0

0 0 0

財務支出計(8) 5,196,000 5,196,000 0

財務活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) 14,271,000 14,270,300 700

0 0 0

20,048,000 20,210,764 △ 162,764

前期末支払資金残高(1２) 70,704,182 70,704,182 0

当期末支払資金残高(1１)+(1２) 90,752,182 90,914,946 △ 162,764

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

固 定 資 産 売 却 収 入

固 定 資 産 取 得 支 出

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出

資 金 収 支 計 算 書

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

勘 定 科 目

（自）平成２４年４月１日（至）平成２５年３月３１日

支

出

支
出

措 置 費 収 入

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

予備費(10)

収

入

事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

授 業 料 収 入

人 件 費 支 出

流動資産評価減等による資金減少額等

当期資金収支差額合計(1１)＝(3)+(6)+(9)-(10)

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

借 入 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

借 入 金 元 金 償 還 金 支 出

積 立 預 金 積 立 支 出

そ の 他 の 収 入
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★賛助会員（敬称略）

【本部扱い】

参天製薬（株）

【ヘレン・ケラー学院扱い】

新井定一、江津正一、川上喜

美子、木村信一、帰山良子、

酒井敬治、下坂清子、菅田亜

季、菅聆子、鈴木力、鈴木房

江、鈴木八重子、田中茂、中

島憲一、中島政治、橋本三

郎、三浦真人、矢作俊一

【点字図書館扱い】

青木素子、秋山由美子、天野

ヒサ子、飯田新平、石原直

美、磯崎治子、内田一夫、大

葉利夫、岡澤芳行、小澤洋

平、笠井実、片山恭子、川崎

拓也、北岸保郎、小池輝勇、

斉藤紀年夫、佐々木晴恵、志

真和子、鈴木健夫、鈴木由

紀、須藤憲一、中岡政子、橋

本三郎、福島久仁子、本間み

さ子、前田律子、松井忠夫、

矢部萬寿子、山谷靖彦

★一般寄付（敬称略）

【本部扱い】

稲山輝機、加藤直之、金谷紫

之、杉田安男、根本博行、長

谷川航、堀田雅美、森マキ、

山口智永子、山田茂雄、朝日

管財株式会社、毎日新聞東京

社会事業団

【ヘレン・ケラー学院扱い】

阿部恵一、新井キヨ子、新井

定一、新井康代、石井孝子、

石川照子、石田元治、伊藤

勇、稲見常夫・久美子、乾法

行、植田員弘、牛窪多喜男、

内納錦哉、海野タカ、大金三

郎、大島千恵子、大森信行、

小栗誠夫、愛宕洋志、小野塚

耕吉、小幡亮、加瀬峯夫、金

井定春、金子宏、神田敏男、

木村修子、金原フミ子、倉岡

順子、黒澤絵美、佐川日出

機、作島哲夫、鹿濱秋信、須

藤憲一、須藤美津子、平光

子、玉住博、張耀華、提橋ト

ク、根本陸朗、長谷川清、平

原皓一郎、福井愛子、福島義

範、星野博子、町田克夫、森

脇キヨ、山崎登志夫、吉岡

諒、鎧啓子、若鍋よし子、若

目田正・チカ子、医療法人社

団ケイ・クリニック滝沢光、

毎日新聞東京社会事業団

【点字図書館扱い】

秋葉文次、池原朋惠、伊勢沢

信吉、磯辺恵子、市角誠、岩

野英夫、内田晴康、江良昭

雄、大石文雄、大岩妙子、奥

山紀助、菊地寛子、菊地真

連、君成田和子、経塚良末、

小池芳一、斉藤マサオ、酒井

町子、佐子田信夫、塩田和

夫、清水奈美江、志村冨雄、

白川恵美子、白木幸一、関喜

之助、高橋敏朗、田島静枝、

谷合淑二朗、谷口旭、田村徳

章、戸倉昇、南雲貞雄、新山

忠義、西村秀夫、長谷川あけ

み、畑千尋、畠山千代子、早

野健二、原田秀夫、福島ふさ

子、福田恒男、藤田ひろ子、

藤根輝男、松浦節子、松田千

富美、宮本牧子、村上工、室

岡正司、目黒聰子、茂呂浩

三、諸岡和彦、山内経、山口

義雄、山崎洋子、山田剛、油

布勝美、毎日新聞東京社会事

業団

【点字出版所扱い】

井上修、榎本玲子、近藤糸

子、佐久間秀雄、宮崎憲昭、

エムコマース株式会社

【海外盲人交流事業事務局扱

い】

青木貞子、芦田賀寿夫、在田

一則、安藤生、石田隆雄、一

幡良利、植竹清孝、上野伊律

子、上村小夜子、遠藤利三、

大島秀夫、大橋東洋彦、大橋

由昌、岡本好司、小野塚耕

吉、貝元利江、苅安達男、勝

山良三、加藤和広、金田敏

子、川島玉子、川尻哲夫、菊

井維正、小泉周二、古賀副

武、小島亮、後藤晴子、小長

谷正夫、小林明子、小森愛

子、近藤光枝、斎藤惇生、酒

井久江、坂口廣光、坂齊勝

男、佐々木信、佐藤達夫、志

村洋、白井雅人、鈴木俊勝、

鈴木洋子、染矢朝子、高橋恵

子、高橋秀治、竹脇美帆子、

田中徹二、田中正和、田村和

凡、照井タカ子、当津順子、

当山啓、長岡英司、中嶋千代

志、野口三男、野津虎雄、野

中省三、橋本時代、林紘子、

原田美男、福山博、藤芳衛、

本間昭雄、間下勉、増野幸

子、松井繁、松浦健三、松下

信雄、三宅正太郎、宮下浩

子、森栄司、森山朝正、横大

路俊久、渡辺勇喜三、有限会

社大本印刷、岐阜盲学校高等

部生徒会、小林動物病院、有

限会社信和ハウス、ネパール

料理エベレストキッチン、毎

日新聞東京社会事業団

あたたかな

ご寄付

ありがとう

ございました
平成２５年度

東京ヘレン・ケラー協会

賛助会員・一般寄付名簿
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社会福祉法人

東京ヘレン・ケラー協会
〒169-0072

東京都新宿区大久保３－１４－２０

本部、ヘレン・ケラー学院
電話 ０３（３２００）０５２５

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８

点字図書館
電話 ０３（３２００）０９８７

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２

点字出版所、盲人用具センター、

海外盲人交流事業事務局
東京都新宿区大久保３－１４－４

電話 ０３（３２００）１３１０

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２

ホームページもご覧ください。
http://www.thka.jp/

国
試

す
ば
ら
し
い
合
格
率

ヘレン・ケラー

学院卒業式

平成26年度第１回理事会が５月

23日に開かれ、三浦拓也理事長の

重任が承認された。また佐藤次

朗、森野亮一両氏の理事退任の申

し出を承認し、新理事に高橋秀治

ロゴス点字図書館長、山口恒夫毎

日新聞東京社会事業団常務理事を

選出した。

協会新理事に高橋秀治氏ら

２
月
22
、
23
の
両
日
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
国
家
試
験
が

行
わ
れ
、
あ
マ
指
師
を
既
卒
者
含
め
10
人
が
受

験
、
６
人
が
合
格
。
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
は
既

卒
者
含
め
４
人
が
受
験
、
全
員
合
格
し
た
。
首

都
圏
の
盲
学
校
12
施
設
と
全
体
成
績
を
比
較
す

る
と
、
昨
年
よ
り
ラ
ン
ク
を
落
と
し
た
も
の

の
、
は
・
き
師
は
昨
年
に
続
い
て
現
役
合
格
率

１
０
０
％
と
見
事
な
成
績
を
お
さ
め
た
。

ヘレン・ケラー学院は３月14日、平成25年度卒業式・修了

式・第３学期終業式を同学院講堂で行った。５年課程１人、３

年課程２人の計３人に卒業証書を、５年課程あん摩マッサージ

指圧科修了生７人に修了証書を授与し、続いて１年間の学業成

績優秀者に贈る優等賞を６人に、努力賞を３人に授与した。

三浦拓也学院長は「人生の途中で厳しい試練にあったみなさ

んが無事卒業できたのは、努力と汗のたまものと多くの人の支

えがあったからだ」と式辞を述べた。11年間講師を務め、同日

退任した鶴田康生先生は「諸君は医療技術者であり、医療技術

者は科学者である。そのことを忘れないでほしい」と学生へ最

後の言葉を贈った。５年課程卒業の村山和恵さんが答辞を述べ

「蛍の光」合唱のなか、たくさんの拍手に送られ式を閉じた。

ヘレン・ケラー学院の平

成26年度入学式・第１学期

始業式は、４月７日、同学

院講堂で行われた。高等課

程３人、専門課程１人の４

人を迎え、学生総数は28人

になった。

新入生代表の浅利祐二さ

んが「不安ではあります

が、大きな目標と無限の可

能性を信じ、向かい風を追い風に変えていきます」と誓いの言

葉を述べた。三浦拓也学院長は「困難はたくさんあるが、所期

の目的のために大いにがんばってほしい」と激励した。

よく頑張りました

新入生は４人

卒
業
証
書
を
受
け
る
５
年
課
程
の
卒
業
生
（
左
）

誓いの言葉を読み上げる新入生代表


